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はじめに

生駒歌劇とは１９２１（大正１０）年の夏から秋にかけてほぼ１ヵ月半の間、奈良県生駒市を舞台に
展開されたオペラ活動のことで、常設の歌劇場において短期間ながら、日本語による創作オペラ
やオペレッタ、舞踊など、オリジナリティに富んだ作品が提供され、俳優養成学校も付設されて
いた。中でも特筆すべきは、伊庭孝、佐々紅華、竹内平吉、篠原正雄、内山惣十郎といった、そ
れまでの日本のオペラ活動、すなわち帝国劇場（以下、帝劇）、ローヤル館、浅草オペラにおい
て制作面、音楽面で牽引役となってきた人々が中心となって生駒歌劇が営まれていた点である。
本稿の目的はその主要メンバーの一人であった伊庭孝の活動や発言に触れながら、一夜の夢の

如く存在した生駒歌劇の実際を出来る限り明らかにすることにある。日本のオペラ受容史には必
ず触れられてはいるものの、簡単な紹介のみにとどまり、論考も殆ど見られないのが実情である。
数少ない参考文献としては以下の著作が挙げられる。そのほか、当時のオペラ雑誌である『歌舞』
『オペラ』両誌の記事、あるいは関西各紙の上演広告や演劇欄の記事などがリアルタイムで生駒
歌劇の様子を伝えている。
秋月正夫『蛙の寝言』山の手書房、１９５６年。
内山惣十郎『浅草オペラの生活』雄山閣、１９６７年
清島利典『日本ミュージカル事始め－佐々紅華と浅草オペレッタ－』刊行社、１９８２年。
増井敬二『浅草オペラ物語－歴史、スター、上演記録のすべて』芸術現代社、１９９０年。

オ ペ ラ

浦谷純子「大正期、生駒山麓にあった音楽の殿堂－一瞬の光芒を残して消滅した生駒歌劇団」
『乱声』第１０号、２００３年、１８―２４頁。

１．生駒歌劇に至る道

それまで浅草オペラの草創に貢献し、第一線で華々しい活躍を見せていた人々がなぜ生駒へ向
かったのか。伊庭孝（１８８７－１９３７）の生駒歌劇以前の活動（１）や浅草オペラの状況を振り返れば、
その理由が見出せるかもしれない。

１－１．伊庭孝の活動から

伊庭の舞台活動は新劇から始まった。近代劇協会、新劇社などを興し、イプセン、ショー、ヴ
ェーデキントなど西洋演劇の翻訳・上演において演出家、俳優、ときに翻訳者として力を尽くし
た。とくにゲーテの『ファウスト』（森�外訳）の本邦初演（１９１３年、帝劇）は重要な功績と見
なされる。その一方で自ら『演劇評論』誌を発刊、理論面からも新劇運動を支えた。こうした活
動の中で、伊庭が着目したのが演劇における音楽の導入であり、『ファウスト』中の音楽の使用
を初めとして、手応えを得ていた。新劇が衰退を見せていた１９１６（大正５）年、伊庭はアメリカ
でダンサーとして活躍して帰国した高木徳子（１８９１－１９１９）と知り合い、二人は演劇と音楽と舞
踊を融合した歌舞劇の構想に至り、創作・上演に向けて動き出した。
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一方、東京のオペラ状況に目を向ければ、１９１１（明治４４）年開場した帝劇におけるオペラ上演
の試みが必ずしも成功したとは言えず、イタリアから招聘された J.V.ローシーが帝劇との契約終
了に伴い赤坂に開設したローヤル館での活動（１９１６－１９１８）もさほど盛り上がりを見せずに終わ
り、失意のローシーはアメリカに去った。ローヤル館で指揮者として活躍していたのが竹内平吉
（１８８７－１９７２）と篠原正雄（１８９４－１９８１）である。竹内は東京音楽学校卒業後に帝劇に所属して
から、篠原は東洋音楽学校卒業後にそれぞれローヤル館で指揮の腕を振った。

１－２．浅草オペラについて

ローヤル館の後にオペラ活動の中心地となったのが浅草である。新劇、舞踊、オペラ、少女歌
劇といった様々な舞台芸術のジャンルの人々を受け入れ、彼らが展開する多彩な舞台活動すべて
を包含したのが浅草オペラなのである。もちろん浅草では、多彩な大衆芸能、映画が日々賑やか
に浅草オペラとともに提供されていた。そしてその開幕を告げる作品とされているのが、伊庭孝
と高木徳子が制作・出演した歌舞劇『女軍出征』である。１９１７（大正６）年１月、浅草常盤座で
初演された『女軍出征』は第一次世界大戦を背景に、出征した男性に代わって女性が軍服に身を
包み活躍するという話で、既成の曲やダンスを挟みつつ、観客の眼と耳とを楽しませ、伊庭が浅
草を離れてからも浅草オペラのレパートリーの一つとして人気を博した作品である。
伊庭とともに浅草オペラ勃興の中心にいたのが佐々紅華（１８８６－１９６１）（２）である。商業デザイ
ンを学んだ佐々は日本蓄音器商会（ニッポノホン）の図案室で働いたのち、東京蓄音器株式会社
（東京れこをど）でレコード制作に当たり、ヒットを飛ばす。しかし１９１７（大正６）年１０月、浅
草の日本館開場に伴い東京歌劇座を興し、その際お披露目された彼の脚本・作曲・演出による《カ
フェーの夜》は大ヒットを記録した。
浅草オペラはその人気に応えるべく、昼夜二公演、１ヵ月を三の替りで興行が連日組まれてい

た。プログラムの多くは複数の短い演目で構成され、慌しい興行形態により、作品は商品の如く
消費され、演じる側も疲弊していった。１９２０（大正９）年頃の浅草オペラの状況について伊庭自
身、「混沌、乱雑の外には何者もないかの様に見える」とし、「理解だとか、経験だとかいふ事が、
俳優の重要な資格だつたのが、この歌劇界に限つては殆ど無視されて何もかも滅茶苦茶に演ぜら
れ、担ぎ上げられ、賞讃された」（３）と述べている。伊庭の台本、たとえば《プラハの大学生》《戦
争の始終》《スヴエンガリ》などに対しても独創性が薄れ、「アメリカあたりの安雑誌からネタが
出て居る」との噂もあった（４）。このような興行形態を招いた責任は興行師、とりわけ経営一辺倒
の松竹の存在にあると伊庭は指摘する（５）。
伊庭はさらに興行時間について、現行の午前１０時開幕に対して午後４時始まりの２回興行説を

提案している（６）。午後４時から１０時までの６時間に各３時間ずつ、２つのプログラムを組み、幕
間を短縮してそれぞれ正味２時間半くらいの上演を行うというものである。そうすれば俳優も体
に負担となる夜間稽古を廃止することができるとしている。興行形態への異議申し立ての背景に
あったのは、帝劇や新劇で舞台活動を始めた伊庭たちの芸術的志向であり、消耗の激しい浅草で
は思い通りの公演が実現できないことへの鬱積がかなり大きくなっていったようだ。

１－３．生駒への誘い

浅草オペラが一世を風靡しながらもこうした問題に直面していた伊庭や佐々に生駒への誘いを
もちかけたのが、生駒土地会社社長で奈良県選出の衆議院議員、福井甚三である。福井は大軌電
車（大阪電気軌道、現・近畿日本鉄道）の後援で、生駒山上に一大遊園地を建設し、そこにオペ
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ラの常設劇場を開設するとの計画を描いていた。この計画の先行例として誰しも思い当たるのは、
阪急電車の前進である箕面有馬電気軌道の宝塚線開通（１９１０年３月）に伴う宝塚歌劇場の開設
（１９１４年４月）であり、その大事業を推進した小林一三の存在である。宝塚に大規模な温泉施設
があったのと同じく、生駒に日下温泉場があったことも類似する。このような計画から、郊外の
リゾート地の存在や、そこでの余暇の過ごし方が大正半ばには人々の生活に徐々に浸透していっ
たことがうかがえる。
伊庭によると、福井は「歌劇俳優の生活を改造したいといふ強い希望を持つて」おり、「生駒

劇場を御客で一杯にする事よりも、技芸を上達させる事よりも、歌劇俳優その者を向上させ度い、
それの為めには、如何なる困難にも抗してゆかうといふ」（７）とある。こうした福井の思いが伊庭
らを動かしたことになる。伊庭自身も、「本当の意味の国民歌劇を此の生駒山麓から生み出し度」
く、「日本人は結局日本人であつて、…（中略）…西洋模倣から一歩進んで、新しいものを創造
してゆかねばなりませぬ」との思いを新たにしている。
伊庭らの胸中には国民歌劇の創作という熱い思いがあった。それを常設の歌劇場で行えるとい

う。これほど理想的な話はない。１９２１（大正１０）年７月、伊庭、佐々、竹内、篠原、内山は所属
する根岸歌劇団を脱退する。浅草オペラは戦力を失ったが、代わって生駒にはこれ以上強力な布
陣はあり得ないと断言できるオペラの専門家たちが集結した。
伊庭らが生駒に向かうに当たり、「生駒歌劇技芸学校」（校長・佐々紅華、学監：伊庭孝）の設

立が謳われ、１９２１（大正１０）年６月２２日付『読売新聞』東京版朝刊４面には女生徒募集の広告が
見られる。ここには「大阪市郊外生駒温泉地に新築せる生駒歌劇場に出演せしむ可き女優生徒第
一期生七拾名を限り募集す。年齢十四歳以上」、そして志願者は佐々紅華宅に来訪するよう記さ
れている。こうした学校併設、そして女生徒の募集もまた宝塚音楽学校を意識したものと考えら
れる。

２．生駒歌劇の位置

生駒歌劇の上演広告を掲載している当時の新聞（８）によると、劇場の場所は「生駒停留場、南２
丁」とある。奈良民俗文化研究所代表の鹿谷勲氏（９）によると、１９１４（大正３）年に大軌電車が奈
良－大阪間に開通し、生駒山の東麓に生駒停留場が設けられたとのことである。この生駒停留場
から中腹の宝山寺まで新しい参道が開かれ、料理屋や旅館が立ち並び、芸妓置屋も次第に増え、
歌舞音曲用の舞台が必要となり、ちょうど建て替え中の大阪新町遊郭の演舞場の建物を生駒土地
会社が買い受けて移築したのが生駒劇場で、１９２１（大正１０）年３月１日に落成したそうである。
当地が鉄道敷設によって生駒新地として観光地化して発展、また同年、生駒が町制を施行する。
こうした町の発展とともに、オペラ活動の推進が求められていたことが分かる。しかしながら、
この劇場の実際の位置については複数の見解がある模様である。

３．公演の実際

３－１．公演方法・入場料

公演は平日午後２時開演、日曜祭日は正午と午後６時の２回開演で、３０日連続興行を予定して
いた。この平日１回、日曜祭日２回の公演は宝塚歌劇と同様である。入場料は特等３円、１階席
２円、２階席１円５０銭、立見５０銭（１０）と設定された。これをほぼ同時期の浅草オペラの値段と比べ
てみると、常盤座、金龍館、東京倶楽部による三館共通チケットで完全な比較にはならないが、
２階席２０銭、１階席１０銭で、生駒歌劇のチケットが相当高価であったことが分かる。同時期の大
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芝居の入場料は、帝劇が３円２０銭～４０銭、歌舞伎座が３円５０銭～５０銭で、生駒歌劇の料金が東京
のトップクラスの劇場に引けを取らないものとなっている。因みに宝塚歌劇はもともと宝塚新温
泉の利用者へは無料（入湯料は１５銭）で公開されていたが、観客の激増に伴い、１９１９（大正８）
年３月の新劇場開設を機に平土間は無料のまま、特別席として桟敷椅子席を設けて予約代２０銭と
した（１１）。宝塚と比べると、生駒歌劇の入場料の高さがより際立ってみえる。

３－２．メンバー紹介

生駒歌劇の主要メンバーは以下のとおりである。
制作サイドとして全体を統括したのが、浅草オペラの創始を担った伊庭孝と佐々紅華で、帝劇、

ローヤル館、浅草オペラの指揮者としてその名を馳せた竹内平吉と篠原正雄が音楽を、新劇時代
から伊庭を支えてきた内山惣十郎（１８７９－１９７３）が装置と衣裳をそれぞれ担当した。そのほか伊
庭の弟子で、のちに歌謡曲の作詞家として活躍した藤浦洸（１８９８－１９７９）、背景担当の奥村直二
の名が挙げられる。
俳優陣（１２）にはローヤル館を経て浅草オペラへと舞台活動を続けてきた堀田金星（本名・秋月正

夫）や井上起久子や佐藤光照がいる。堀田はそれ以前に新派の俳優であったため芝居巧者で、ま
た音楽学校出の井上は帝劇にも出演していた。高木徳子に師事していたのは沢マセロや小野喜美
子（のちに伊庭と結婚・伊庭公子）、舞踊の名手としては花岡君子も知られている。そのほか東
京女子歌劇団出身の園春枝、井上の弟子で新星歌舞劇団所属の高井ルビ（爾美）らが主な俳優で
ある。高井のほか、井上、沢、小野、花岡もまた伊庭が松竹をバックに組織した新星歌舞劇団に
所属していた。

３－３．プログラム

１９２１（大正１０）年８月１０日午後２時、生駒歌劇第１回公演が「夏期公演」として、以下のプロ
グラム（１３）によって行われた。

１．お伽歌劇《今様浦島》（２幕） 内山惣十郎作、伊庭孝作曲
２．喜歌劇《アーティスト・ライフ》（１幕） 佐々紅華作・作曲
３．国民歌劇《入鹿物語》（３幕） 伊庭孝作、竹内平吉作曲
４．ダンス〈ナポリの夕〉（１場）
５．歌舞劇《ナポレオンと仕立屋》（２幕） フレデリック・マルテンス作、伊庭孝訳、

ウィリ・マクファーレン作曲

《今様浦島》は坪内逍遙の楽劇《新曲浦島》（１９０４）を想起させるが、内山と伊庭の新作では、
竜宮城に行くのは浦島太郎ではなく、情け深い貧しい少女（花岡君子、乙姫は伊庭公子）である。これ
は伊庭が作曲した非常に珍しい作品とされているが、残念ながら焼失したという。
国民歌劇と銘打たれた《入鹿物語》は奈良時代の蘇我入鹿討伐を主題とした歌舞伎で名高い『妹

背山婦女庭訓』を底本としている。伊庭によると、構造は原作に準じているが、言葉と歌詞は一
部の転用を除いて原作とも、あるいは西洋風な抒情的なものとも異なり、振付しやすいように、
民謡的なものにしたという（１４）。伊庭の胸中には生駒という土地への慮りがあったのかもしれない。
竹内平吉の音楽については、「従来の和声本位の作曲を止めて純日本式の云はゞ対位法的な構成

ユニゾン

によつてゐる。従つて管弦楽は可成同声を含み曲は総て横に進行し続ける」（１５）との指摘がある。
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重唱が非常に多く、旋律も「奇怪」とあるが、すでにこの頃、西洋の和声に人々の耳が慣れ、反
対に邦楽の音作りを不自然と感じることがあったのだろうか。さらに《入鹿物語》では厳密な時
代考証に基づいた衣裳や装置、贅沢な照明も話題となった（１６）。主な配役は蘇我入鹿＝堀田金星、
中大兄皇子＝伊庭公子、藤原鎌足＝園春枝、入鹿の妹・橘＝高井ルビ、お三輪＝井上起久子であ
る。
これらの演目から推測されるのは、伊庭らによる創作オペラへの意欲である。しかしながら浅

草オペラでは、日本語の創作オペラが広く人々に受容されたとは言い難く、娯楽として既知の曲
を楽しむ傾向が観客に見られたのは否めない。そのなかでも伊庭の台本、竹内の作曲によって１９２０
（大正９）年金龍館で初演された《釈迦》は２時間ほどの大作であったが、好評裡に終わり、こ
のときの記憶が伊庭らをさらなる創作意欲へとかきたてたに違いない。そもそも国民歌劇への思
いは伊庭らに始まったわけではなく、坪内逍遙の新楽劇論、帝劇での創作オペラ上演、小林一三
の宝塚における国民劇構想などに見られるように、明治期に西洋オペラの受容が始まってから常
に意識されてきた問題である。さらに日本語の創作オペラをめぐる試行錯誤は現代でもなお形を
変えながら続いているのではないだろうか。
佐々紅華の台本・作曲による《アーティスト・ライフ》は『日本ミュージカル事始め』に台本

の全体と〈序曲～冒頭のアリア〉の楽譜が収録されている。CDにも一部分だが復元されて、聴
取可能となっている（１７）。登場人物は貧しき画家ガムボージ（佐藤光照）とその妻ローズ（高井ルビ）、
および仕立屋メルトン・スコッチ（堀田金星）の計３人で、洋服の仕立て代を取り立てにきたスコ
ッチが夫のいない隙にローズに恋心を告白していると、夫が帰宅、支払いをする・しないと押し
問答をしながら幕となる。３人の歌と台詞の掛け合いがテンポ良く進む巧みな作品である。さら
に、今回の舞台全体で装置と衣裳がもっとも成功したとされたのが本作で、映画『カリガリ博士』
などを参考にドイツ表現主義の手法が用いられている（１８）。
《ナポレオンと仕立屋》はもともと台本フレデリック・マルテンス Frederick Martens、作曲ウ
ィリ・マクファーレンWilli Macfarlaneによる英語のオペレッタで、原題は《剣と鋏、あるいは
不意をつかれたナポレオン Swords and scissors or Napoleon caught napping》（１９）である。ナポレ
オン（原田耕造）と皇后ジョゼフィーヌ（井上起久子）、同姓の仕立屋（堀田金星）とナポレオンの敵将軍、
それに探偵や警察大臣が加わってのドタバタ陰謀劇で、これを伊庭が日本語訳し、歌舞劇とある
ように、歌あり、ダンスあり、芝居ありの作品に仕上がったと想像する。
ダンス〈ナポリの夕〉は町の男に扮する沢マセロと女優たちによる作品で、高木徳子によって

舞踊に開眼した伊庭にとって、ダンス作品は舞台に不可欠の要素であった。

続く第２回公演は内山によると、《入鹿物語》のほか、佐々紅華の台本・作曲によるオペレッ
タ《嘘の皮》、リッチ兄弟作曲の喜歌劇《クリスピノ》、舞踊〈ハンガリアン・ダンス〉などとな
っている（２０）。しかしながら、第１回公演の楽日および第２回公演の初日が不明な中、１９２１（大正
１０）年９月２３日付『大阪朝日新聞』朝刊２面には、同日から「史劇入鹿物語。ナポレオンと仕立
屋」を毎日午後２時開演にて上演するとの演芸広告が掲載されている。
そしておそらく同公演の最中に、経営陣から生駒歌劇の解散が伝えられたようである。内山に

よれば、地の利の悪さと宣伝不足から、観客の入りが日曜祭日以外思わしくなく、劇団経費が膨
らみ、また佐々、伊庭両氏の理想実現のための要求が負担となって赤字が累積したことなどが解
散の理由に挙げられている（２１）。
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４．京都公演から解散へ

生駒歌劇は完全に解散する前に、松竹によって京都夷谷座で公演を行っている。京都公演の模
様は『京都日出新聞』紙上にほぼ連日掲載されているので、それらの記事を追いながら、生駒歌
劇最後の公演の様子を概観してみたい。
初日は１９２１（大正１０）年１１月４日から１３日まで、連日昼夜２公演で、プログラムは《今様浦島》

《アーティスト・ライフ》《入鹿物語》および舞踊〈夜の影〉（１幕）から構成されている。この
うち〈夜の影〉は、月の精演じる沢マセロと花形女優総出演による華やかな舞台とのことである。
続いて１１月１４日は舞台稽古による休演、翌１５日からの二の替りは、佐々紅華作・作曲のオペレ

（ママ）

ッタ《嘘の皮》（１幕）、ヴェルディ作曲・伊庭孝訳《アイダ》（３幕）、村山静夫按舞〈今様ダン
ス〉（１幕）、《ナポレオンと仕立屋》（１幕）から成る。しかし《ナポレオンと仕立屋》は、２人
の探偵が侮辱されるシーンが関係者の神経に触れて、初日公演のみで上演禁止となり、リッチ兄
弟作曲の《クリスピノ》（３幕）に変更されている。《クリスピノ》はローヤル館以来、何度も舞
台に掛けられてきた喜歌劇である（２２）。
しかしまもなく座長の堀田金星が病気のため、１９日から休演との報道がなされ、結局同日で生

駒歌劇は実質的に解散に至った。

５．生駒歌劇の意味

生駒歌劇は非常に短命に終わったとはいえ、そこから見えてきたものはまず第一に、浅草オペ
ラの実相であろうか。伊庭が端的に「今生駒の人々が、浅草を離れて生駒に来て見て、始めて自
分達の臭味に気がつき出す」（２３）と述べているが、この「臭味」こそが浅草オペラの一面を象徴的
に示しているといえる。浅草オペラと生駒歌劇は興行方法、俳優養成、丁寧かつ贅沢な舞台づく
り、自然環境、時間的余裕…あらゆる点において対極的であり、生駒において日本語による創作
オペラの上演など、伊庭の理想とするオペラ作りが可能となるはずだったのだ。
束の間ではあるが、この理想が実現できたこともあってか、まとまった劇評はごく僅かしか存

在しないものの、いずれも好評であった（２４）。それは伊庭らへの少なからぬ励ましとなったに違い
ない。しかしながら、採算を度外視することはできず、これは舞台制作、あるいは創造的な仕事
において常に付きまとう問題である。生駒歌劇で得たものを浅草オペラに戻って生かすことは果
たして可能であるのか。生駒歌劇が終わった今、伊庭の取るべき道はどこにあるのだろうか。
伊庭はその後、自らが蒔いた歌劇の種が金龍館で芽を出したことを喜ぶとしながらも、「輪転

機から新聞が吐き出されるやうに、十日目十日目の狂言替りに頭を悩まして、自働ポンプが火事
を消すやうに、さつさと生活を片づけてしまふのは、どうしても堪えられない」と浅草オペラ復
帰の可能性を否定している。そして日本の歌劇の今後に対して「非常な執着は持つてゐない」も
のの、「歌劇の発達の為めには今迄も惨憺たる苦労をして来たし、またこれからも苦労しようと
思つている」（２５）との心情を明かしている。

おわりに

生駒歌劇の解散後、内山惣十郎はそのまま関西に残って松竹脚本部に入り、佐々紅華はレコー
ドの世界へ戻りながらも、浅草で森歌劇団などに参加し、竹内平吉は宝塚歌劇へ、篠原正雄は浅
草復帰後さらにレコード会社へ、それぞれ進路を変えている。伊庭の作品はその後も浅草で上演
され続けていたが、自らは舞台生活に別れを告げて、音楽評論とともに、１９２７（昭和２）年２月
に始まった東京放送局による「放送歌劇」の演出・解説を務めることとした。つまり、オペラ普
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及のための啓蒙活動に舵取りを変えたのである。浅草オペラ自体１９２３（大正１２）年９月１日の関
東大震災によって衰退に拍車がかかり、日本のオペラ史も次なるステージに入っていくことにな
る。

註

・引用文中において旧漢字を新漢字に書き改め、ルビについては適宜省いたが、旧仮名遣いはそのまま記し

た。

（１）伊庭孝の生涯については略歴ではあるが、伊藤直子「伊庭孝の生涯と大正期における著作目録稿」（『国

立音楽大学研究紀要』第４７集、２０１３年）を参照。

（２）佐々紅華の生涯については、清島利典『日本ミュージカル事始め－佐々紅華と浅草オペレッタ－』（刊

行社、１９８２年）を参照。

（３）伊庭孝「啖壺から」『オペラ』１９２０年６月号、１０頁。

（４）紅提灯「伊庭孝論」『オペラ』１９２０年３月号、３５頁。

（５）伊庭孝「松竹と歌劇」『歌舞』１９２０年９月号、２０―２２頁。

伊庭孝「興行師と劇団の変動」『オペラ』１９２０年１１月号、１８―１９頁。

（６）伊庭孝「歌劇の興行時間を短縮せよ」『歌舞』１９２０年１０月号、３８―３９頁。

伊庭孝「歌劇午後四時開演説」『オペラ』１９２０年１２月号、１９頁。

（７）伊庭孝「生駒歌劇の方針について」『歌舞』１９２１年１０月号、７０―７１頁。

（８）『大阪毎日新聞』１９２１年８月１０日付夕刊、２面など。

（９）鹿谷勲「生駒歌劇の挫折－国民歌劇創成と新地興隆の夢」『奈良新聞』２０１５年１１月６日、７面。

（１０）清島利典『日本ミュージカル事始め－佐々紅華と浅草オペレッタ－』１１３頁。

（１１）『宝塚歌劇五十年史』宝塚歌劇団、１９６４年、１２１頁。

（１２）俳優のプロフィールについては主に以下を参照。

＊『日本歌劇俳優写真名鑑』歌舞雑誌社、１９２０年（国会図書館デジタルコレクション）。

＊『日本歌劇俳優名鑑』活動倶楽部社、１９２３年（国会図書館デジタルコレクション）。

（１３）第１回公演のプログラムは『大阪毎日新聞』（１９２１年８月１０日付夕刊、２面）掲載の上演広告に拠る。

また配役については内山惣十郎『浅草オペラの生活』（９９―１０１頁）を参照。

（１４）伊庭孝「生駒歌劇の方針について」７１頁。

（１５）秋田春夫「歌劇作曲家としての竹内平吉氏」『歌舞』１９２３年３月号、２４頁。

（１６）内山惣十郎「生駒歌劇団夏期公演と舞台装置、衣裳考案に就て」『歌舞』１９２１年１０月号、７２―７４頁。

（１７）《アーティスト・ライフ》の CD復刻盤は以下のとおり。

＊〈アーティスト・ライフ－上・下〉『復刻盤・浅草オペラの世界』（VZCP―１１７４）所収、原盤は「ニ

ッポノホン３６６１・３６６２」（１９２０年２月新譜、七声歌劇団）。

＊〈アーティスト・ライフ－下〉『浅草オペラ－華ひらく大正浪漫』（YMCD―１０５６）所収、原盤は上記

と同じ。七声歌劇団は佐々紅華らによって１９１９年２月に結成された。

（１８）内山惣十郎「生駒歌劇団夏期公演と舞台装置、衣裳考案に就て」７２頁。

（１９）《ナポレオンと仕立屋 Swords and scissors》の台本と楽譜については、それぞれ New York Public Li-

brary、University of North Carolinaなどのデジタルライブラリーで閲覧できる。

（２０）内山惣十郎『浅草オペラの生活』１００―１０１頁。

（２１）同上、１０４―１０５頁。

―１７―

Ｓｅｒｖｅｒ／コミュニケーション文化／コミュニケーション文化２０１６・Ｂ５／神津／０１１‐０１８　伊庭孝と生駒　伊藤　　Ｅ



（２２）《クリスピノ》の原題は《クリスピーノと代母 Crispino e la comare》であるが、ローヤル館、浅草オペ

ラを通して《クリスピノ》のほかに《靴直し》、内容が落語の『死神』に似ていることから《クリスピー

ノと死神》などの題名で何度も上演されている。

（２３）伊庭孝「浅草の匂ひ」『オペラ』１９２１年１０月号、２４―２５頁。

（２４）観劇記などは以下のとおり。

＊小坂千秋「生駒歌劇団を観る記」『歌舞』１９２１年１１月号、８０頁。

＊谷崎哲二「生駒を訪れて」『オペラ』１９２１年１１月号、８０―８１頁。

《入鹿物語》については、『京都日出新聞』１９２１年１１月１２日付２面に劇評がある。

（２５）伊庭孝「啖壺から」『オペラ』１９２２年７月号、１８―１９頁。
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